
「オホーツクおとの森」設置に関する協定

・これまでの道有林の管理・

経営を通じて、森林を守り、

育てる確かな技術を有す

る。

・管内のアカエゾマツ人工林

資源は着実に成長してお

り、需要の開拓、知名度向

上が必要となっている。

・付加価値の高い楽器用部材

をはじめ、「木のやさしさ」

を伝える木工芸品などを製

造する確かな加工技術を有

する。

・グランドピアノ響板に活用

できる道産木材の安定的な

確保が必要となっている。

・以前は豊富にあった天然林

を活かした木材産業が盛ん

であった。

・豊富な人工林資源を活かし

た地域経済の活性化や雇用

の場の確保などが必要とな

っている。



           


